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 Action research on effect of discharge support by ward nurses on 
terminal cancer patients 
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いの実現のために方略に取り組む姿勢を作ることが期待
できる手法である． 
 2 ．アクションリサーチの展開 































































































 3 ）データ収集 









































数はx 2 検定を行った． 












大管理第6 ― 24号）を得て実施した． 
 Ⅳ．結　　果 
 1 ．ARTによる退院支援 








 2 ）退院支援に関する抽出された課題 
 　ディスカッションにより退院に向けた意向確認，介入
開始時期の判断，医師との連携に関して困難を感じてい
























































ディスカッション A グループ B グループ ART の活動 病棟
困難感の調査（介入前）
第 1 回目 10（7） 8（5） 問題の明確化願いの表明・共有







インタビュー  6　　 5　　
願い・思い入れの表明，
どのようにしたいのかを表出・共有








第 4 回  8（5） 4（1）
第 5 回  9（6） 4（1）
グループ
































































































































































































































































































































 1 ）概要 
 　回答数はART活動開始前85名，6か月後は75名だっ
た． 






 3 ）活動前後での困難感の相違 
 　困難感は「患者・家族とのコミュニケーション
（ α＝.89）」 は 前Mean＝52.09（SD＝7.73）， 後Mean＝
52.35（SD＝8.06），「治療・インフォームドコンセント































無し 1・2 件 3 ～ 5 件 6 件以上 合計
有意確率






























困難感 Mean SD α Mean SD α t 値
患者・家族とのコミュニケーション
17 項目　17 ～ 68 点
52.09 7.73 0.89 52.35 8.06 0.89 .206 n.s.
治療・インフォームドコンセント
8 項目　8 ～ 32 点
22.48 4.20 0.84 23.08 4.67 0.82 .850 n.s.
看護師間の協力・連携
5 項目　5 ～ 20 点
12.33 3.00 0.90 12.43 3.05 0.87 .208 n.s.
※対応のない t 検定 n.s. 非有意，*p＜.05
※ 1：全くない，2：あまりない，3：少しある，4：非常にある
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